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カタログ

1.ガスの圧力を変えると露点温
度が変わる

ガスの圧力を変えると、ガスの露点温度
も変わることに留意することが重要で
す。センサの圧力がプロセスそのものの
圧力と異なる場合、露点温度に数十度の
誤差が生じることがあります。通常、サ
ンプリングシステムでの圧力低下を防ぐ
ために、実際のシステム圧力で計測を行
う必要があります。ただし、圧力の変動
による影響を除外する目的で、大気圧で

の露点温度を報告する義務がある規格
においては、例外となります。

2.結露を防ぐには、露点温度
がサンプリングラインの周囲
温度を下回っていなくてはな
らない

プロセスガスが高温で直接計測が不可
能なためにサンプリングが必要な場合
は、プロセスの露点温度が、サンプリン

空気の直接計測ができない場合、サンプリングが必要となります。直接計測の代わりにサンプリングが行われる
理由としては、対象ガスが高温、水滴や飛沫からのセンサの保護、加圧プロセスでラインを停止せずに器具を取
り付け・取り外しする際の利便性がある場合、またはより便利な場所で計測を行う必要がある場合などが挙げら
れます。プロセスガスのサンプルを取り、誤ったサンプリング方法で生じる誤差の発生を防ぐには、以下の点を考
慮する必要があります。

グラインの周囲温度を必ず下回ることが
重要です。これにより、サンプル内の水蒸
気が飽和状態に達してサンプルラインで
結露が生じるのを防ぐことができます。

露点温度が周囲温度よりも高い場合は、
直接計測またはサンプリングライン加熱
のいずれかが必要になります。

圧縮空気の露点サンプリングに 
ついて知っておくべき4つのこと



3.漏れのないサンプリングシス
テムの構築が必須

通常、圧縮空気システムや圧縮ガスシステ
ムでは湿度が非常に低くなることから、露
点温度計測器はシステム内のほんのわず
かな漏れにも非常に敏感に反応します。
そのため、漏れのないサンプリングシス
テムの構築が必須です。すべての接続部
がしっかりと密閉されていなくてはなり
ません。NPTなどの先細のネジの場合
は、テフロンテープを使用することをお
勧めします。接続部にG 1/2"などの真っ
すぐなネジを使用している場合、計測機
器に付属の密閉用ワッシャーをプローブ
とサンプリングセルの間に取り付ける必
要があります。

パイプやチューブの壁から水蒸気が拡散
する可能性があるため、サンプリングシ
ステムの材料には常に細心の注意を払
わなければなりません。配管には、適切
な表面仕上げを施したステンレスなどの
金属製のものを使用することをお勧め
します。反対に、ゴムホースやプラスチッ
クなどの吸湿性素材は不適であり、使用
を避けるべきです。PTFEやテフロンは
蒸気が漏れないプラスチックであるた
め例外で、約–40°Cの露点温度で使用
できます。

サンプリングチューブの長さは極力短いほ
うが好ましく、ガスの"行き止まり"がない
ようにしてください。接続箇所を最小限に
抑えることで、リークを回避するのに役立
ちます。可能であれば、迅速な安定化と
応答時間のために、乾燥プロセスガスで
十分にパージしてください。

4.静止空気中でのサンプリン
グは避けるべきだが、少々の空
気循環は問題ない

以下の理由から、停滞した空気は望まし

ヴァイサラのサンプリングセルの概要
DMT242SC サンプリング 
セル – 基本モデル

• メインのサンプリング本体だけで構成
されている基本的なサンプルセル。

• 取入口および排出口がメスネジになてい
るサンプルコネクタ（取入口：G3/8"、
排出口：G1/4" ISO）。

• プローブ用のサンプリングセルのみが
必要で、および自分でさらなる組み立
て（取入口および排出口、バルブ、利
用可能な流量計への配管）を行うユー
ザーに適しています。

くありません。

1.   本来計測したいプロセス空気のサンプ
リングが得られない可能性がある。

2.   応答時間が大幅に低下する可能性が
ある。

3.   サンプリング材料を通して外気が漏
れたり、拡散したりするリスクが高ま
る可能性がある。

4.   サンプリングセルの排出口から周囲水
蒸気が逆流入する可能性がある。

流量に依存しない露点センサを使用する
ことを強くお勧めします。一般的に、流量
を増やすとセンサの応答時間が向上しま
すが、高品質センサには1～2ℓ/分の流量
で十分です。



DMT242SC2 サンプリングセ
ル – 1/4"チューブ用スウェー
ジロック・コネクタ付きモデル

• DMT242SCに類似していますが、接続
部はよりシンプルになっています。

• サンプリングセルの取入口および排出
口はスウェージロック・コネクタ付き
で、1/4"チューブに直接接続できます。

• 6mmチューブをコネクタに接続する
には、スウェージロック・レデューサー 
SS-6M0-R-4 (当社でのお取り扱い
はございません) などのアダプターを
使用できます。

加圧パイプライン用 
クイックコネクタ 
（タイプD、Quick08、 
NIP08に適合）

サンプリングセルリーク 
スクリュー

ネジアダプター 
G3/8" - G1/2" 
（オス型-オス型）

ネジアダプター 
G3/8" - G1/4" 
（オス型-メス型）

• センサにわずかな気流を送ることで計
測を行うプラスチック乾燥システムな
どに適しています。DMT242SC2のス
ウェージロック・コネクタは、冷却コイ
ルやチューブに簡単に接続でき、乾燥し
た空気がセンサに届く前に周囲温度ま
で冷却できます。

DSC74 サンプリングセル –  
クイックコネクタ、リークスク
リュー、およびネジアダプター
付き

• 圧縮空気システム専用の設計です。

• セルの圧縮空気システムの圧力を維持
する、調節可能なリークスクリューが同
梱されています（リークスクリューはド
ライバーで開閉でき、1/2 回転がおよそ
1ℓ/分の流量に相当します）。

• 業界標準の圧縮空気ラインコネクタ
に適合するクイックコネクタが付属し
ています（これにより、プロセスを停
止することなく簡単に露点変換器の設
置や取り外しを行えます。このほか、各
DSC74ユニットに付属している2つの
異なるネジアダプター（G3/8" - G1/2"
、およびG3/8" - G1/4" ISO）を介して
接続する方法もあります）。



詳細は以下よりお問い合せください。
www.vaisaℓa.com/contactus
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DSC74B サンプリングセル – ガスチューブ用の
取入口/排出口バルブと取入口/排出口接続部
を備えたガス圧および大気圧用の2圧力モデル

• 2圧力用サンプリングセルにより、システム圧力と大気圧の両
方を計測できます。

• 固定リークスクリューによって流量を制限します（流量は  
3～10bar の圧力用に最適化されており、誤ってリークスクリ
ューが全開しガス容器が空になる危険を防ぎます）。

• 必要に応じてリークスクリューを取り外し、手動で流量を調整
することで、最大流量を増やすことができます。

DMCOIL - サンプリングセル（DMT242SC、 
DMT242SC2、DSC74、DSC74B/C）用ステン
レス（AISI316L）コイル

DMCOILの動き

• 高温プロセスにおいて、ガスの取入口の冷却コイルとして機能
し、サンプルのガス温度を下げます。

• ガス排出の通気コイルとしても機能し、サンプリングセルの
前にガス圧が大気圧まで低下させる用途において、低露点計
測が周囲湿度から影響を受けないようにします。

ヴァイサラは、乾燥した圧縮空気確保に伴う課題を解消しています。www.vaisaℓa.com/ja/compressedairにて、各用途に最適な
露点計測機器の詳細をご紹介しています。ぜひご覧ください。

https://www.vaisala.com/ja/industries-applications/power-industry-applications/compressed-air-measurement

